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　今年もアッという間に一年が過ぎてしまった気がしますが、結局今

年も新型コロナウィルス感染症に振り回された１年だったと感じてい

ます。今回のようなウィルス感染症の拡大を自分が体験するとは夢に

も思っておらず、私にとっては東日本大震災と並び「記憶」に深く刻

まれた出来事になりました。新薬が承認され少しでも早く季節性イン

フルエンザと同等の扱いなることを期待するばかりです。

　さて、「記憶」に関して、一般的には年齢とともに記憶力が落ちてし

まうと言われており、私自身も記憶力の衰えを感じていますが、イメー

ジや実感とは異なり、実は年齢を重ねても記憶力自体は低下していな

いそうです。記憶する上でもっとも効果を発揮するのは「好奇心」や「探求心」を持つことで、

自分の興味のある対象ほど記憶力が高まるということのようです。要するに、興味の持て

る対象を見いだし、それを理解することができれば長期的な記憶として定着するとのこと

です。私も常に新しいことに興味を持って日々の業務に取組むことが重要であると再認識

させられたところです。

　私たち大洗研究所は、皆様方の「記憶」に長く残るような研究成果を発信しなければな

らないと思っています。そのためにも、皆様方から少しでも興味を持ってもらえるような

魅力的な研究成果等を分かり易くお伝えすることが求められます。本誌もその一助になれ

るように努力しますので、是非最後まで目を通して頂ければ幸いです。
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茨城県立大洗高等学校で出張授業を行いました。

大洗わくわく科学館での原推研の活動 ～小中学生への理科教育支援～



大洗町秋祭り商工感謝祭・大洗あんこう祭に参加しました。

西村 康稔経済産業大臣が大洗研究所を御視察、
大洗町長、議長に御来訪いただきました。

　10 月 29 日（土）、西村 康稔経済産業大臣が大洗研究所を御視察されました。
　御視察にあたり大洗町から國井町長と飯田議長にお越しいただき、大洗町と大洗研究所
が一体となって、西村大臣の御来訪を歓迎いたしました。
　御視察は、冒頭、小口理事長の挨拶後、大島理事が大洗研究所の研究開発内容等につい
て御紹介した後に、高速実験炉「常陽」、HTTR（高温工学試験研究炉）、水素製造試験装
置（IS プロセス）の３施設を御見学いただきました。
　西村大臣からは、冒頭の御挨拶時に「大洗研究所の技術力が原子力分野の発展や基盤と
なることを期待している。」と伝えられたほか、施設の御見学時には、革新炉や水素製造
に関する御質問がなされ、大洗研究所の研究内容に大変御興味を持たれている様子が伺わ
れました。
　視察終了後には、西村大臣から従業員との記念写真撮影の御提案をいただき、写真撮影
を行ったほか、大臣から直々に従業員に激励をいただき、今後の業務の大きな励みとなり
ました。
　大洗研究所は今後とも大洗町をはじめとした地元自治体と良好な関係を継続し、国内外
に注目され続ける研究開発機関として邁進してまいります。

　11月19日、20日に大洗町秋祭り商工感謝祭と大洗あんこう祭が３年ぶりに開催され、
多くの人で賑わいました。
　大洗研究所は、原子力事業者として日本核燃料開発株式会社、日揮ホールディングス株
式会社技術研究所、公益社団法人茨城原子力協議会と共同でブースを出展しました。
　ブースでは、バルーンアートのプレゼント
と、大洗町の原子力事業所の取組の紹介パネ
ルを展示、御来訪された方に展示パネルにま
つわるクイズに挑戦していただきました。ク
イズに挑戦した方々から各社の取組に対して
質問をいただく場面などもあり、原子力への
関心の高さを実感するとともに、原子力事業
者としての責任を再認識しました。
　本ブース出展は、原子力機構をはじめとし
た原子力事業者の取組を PR する機会、そし
て地域の皆様と交流を深める機会となりまし
た。今後も、地域イベントへの積極的な参加
を通じ、私たちの事業を紹介するとともに、
地域に根差した研究所を目指していきます。

西村大臣、大洗町長、議長、JAEA理事長との記念撮影 「常陽」原子炉模型の説明 西村大臣と従業員との記念撮影

多くの方にブースにお越しいただきました



原子炉施設の状況（令和４年９月～令和4年１１月）


